
2016年 2月  

港区医師会地域包括ケア研究会 

各    位 

 第 17 回 港区医師会地域包括ケア研修会 生涯学習研修会① 

【地域包括ケアとかかりつけ医】 

医療度の高い在宅療養患者の治療と生活を支える多職種連携 

－小規模診療所・在宅での輸血事例をとおして－  

 

拝啓 立春の候、皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 港区医師会地域包括ケア研究会では、他職種との相互学習を通じた多機関・多職種連携・協働づくりを推進して

います。第 17 回地域包括ケア研修会では、医師の生涯学習研修会に地域の多職種もご参加いただき、医療を必要

とする在宅療養患者の治療と生活を支えるための地域資源や資源の活用方法、多職種による支援のあり方を、小規

模診療所や在宅での輸血療法をとおして考えます。みなさまどうぞご参加ください。 

 

記 

 

日 時：2016年 3月 16日（水）19:30－21:00  ※研修時間は 1時間半です。 

場 所：港区医師会会館 2階会議室  港区麻布十番 1－4－2 TEL：03－3582－6261  

対 象：医師、港区および港区周辺の地域包括ケアシステムの担い手（医療・保健・介護・福祉・医療事務職等） 

参加費：無料 

医師・カリキュラムコード：13．地域医療、14．医療と福祉の連携、80．在宅医療、84．その他 （1.5単位） 

【プログラム】 

第 1部：19:30～20:40 講演・パネルディスカッション 

講 師：国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 輸血部          医師  牧野 茂義 

東京都赤十字血液センター 副所長                医師  松崎 浩史  

                  事務部     ＭＲ（医療情報担当者）・薬剤師  曽根 順子 

     えびす英クリニック     院長               訪問診療医  松尾 英男 

国際医療福祉大学 講師  港区医師会地域包括ケアシステム検討部会副部長  成田 光江 

第 2部：20:40～21:00 質疑応答・全体討議            ファシリテータ   成田 光江 

主 催：港区医師会（地域包括ケア研究会・学術教育部） 

共 催：港区、東京都赤十字血液センター                              以上 

【お問い合わせ】 港区医師会 事務局  TEL：03－3582－6261  送信先 FAX：03－3582－6264 

          

研修名・開催日時 ：生涯学習研修会① 2016年 3月 16日（水） ※３月 14日までにご返信ください   

参加希望者名（所属施設名・参加者氏名・職種）：                              

                                                    

                                                    

                                                    

連 絡 先 ：TEL）        FAX）          E-mail）              


